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議 会

　

平
成
28
年
第
5
回
臨
時
会
は
６

月
13
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

原
案
可
決

○
北
竜
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
生
活
支
援
・
生
き
が
い

対
策
事
業
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

○
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

○
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
２
０
，
５
１
５

千
円
を
追
加
し
、
総
額
３
，
３
３

１
，
６
８
７
千
円
と
す
る
。

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
２
０
，
３
９

８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
４
４
６
，

３
９
８
千
円
と
す
る
。

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

に

つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
，
３
５
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
２
４
０
，
７

３
２
千
円
と
す
る
。

○
平
成
28
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
，
４
９
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
１
２
６
，
４

９
９
千
円
と
す
る
。

２号源泉掘削場所

報
告
済

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

○
株
式
会
社
北
竜
振
興
公
社
の
経

営
状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

に
つ
い
て

　

６
月
10
日
、
町
理
事
者
・
担
当

課
長
出
席
の
も
と
、
町
内
行
政
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
視
察
場
所

教
育
委
員
会
関
係

（
公
民
館
・
和
公
園
・
美
葉
牛
研

修
セ
ン
タ
ー
・
碧
水
生
き
が
い
セ

ン
タ
ー
・
Ｇ
Ｂ
場
・
ス
キ
ー
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
）　

住
民
課
関
係　
　
　
　
　
　
　
　

（
永
楽
園
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

町
立
診
療
所
・
支
え
合
い
セ
ン
タ

ー
建
設
場
所
）

産
業
課
関
係

（
恵
岱
別
ダ
ム
・
三
谷
町
有
林
・

金
比
羅
公
園
・
林
道
西
共
線
・
眺

望
の
丘
・
み
の
り
っ
ち
北
竜
・
観

光
セ
ン
タ
ー

企
画
振
興
課
関
係

（
２
号
源
泉
掘
削
場
所
・
電
気
自

動
車(

Ｅ
Ｖ
）
充
電
器
装
置
）

建
設
課
関
係

（
あ
お
い
団
地
建
設
場
所
・
碧
水

排
水
機
場
・
車
輌
セ
ン
タ
ー
）

総
務
課
関
係

（
消
防
北
竜
支
署
）
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見
事
な
麦
畑
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

北
竜
支
所
の
畑
作
部
会
を
中
心
と

し
て
、
若
い
人
た
ち
が
交
流
の
中
で

技
術
を
磨
い
た
結
果
、
こ
の
様
な
成

果
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
、
麦
だ
け
で
な
く
大
豆
・
ひ

ま
わ
り
等
に
も
よ
い
成
果
が
発
揮
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

      （
山
本　

剛
嗣
）

　

き
た
そ
ら
ち
農
協
が
毎
年
行
っ
て

い
る
農
産
物
共
励
会（
平
成
27
年
産
）

で
秋
ま
き
小
麦
の
部
（
２
町
以
上
）

に
お
い
て
、
農
事
組
合
法
人
碧
水
農

場
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
畑

作
物
に
お
い
て
町
内
の
農
家
が
最
優

秀
賞
を
取
っ
た
の
は
、
初
め
て
の
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
快

挙
で
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

農
協
管
内
の
収
量
は
平
均
４
３
４

㎏
で
、「
き
た
ほ
な
み
」
が
普
及
し

て
以
降
最
高
収
量
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
ち
な
み
に
碧
水
農
場
の
収
量

は
７
２
４
㎏
で
し
た
。

　

生
産
調
整
が
始
ま
っ
て
、
転
作
で

麦
な
ど
の
作
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
水
田
跡
地
の
た
め
水
は
け
が
悪

く
、
除
草
剤
を
上
手
に
使
え
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
草
だ
ら
け
の
畑
ば

か
り
で
し
た
。そ
う
し
た
中
で
、徐
々

に
作
る
人
は
減
少
し
て
い
き
ま
し
た

が
、
最
近
に
な
っ
て
、
若
い
農
業
者

の
中
に
畑
作
思
考
の
人
が
出
て
き
て

畑
作
専
用
の
機
械
を
揃
え
、
除
草
剤

も
上
手
に
使
い
、
人
手
を
か
け
ず
に


